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	11月号
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　GoodJob～
	早朝、職員が出勤すると、3階でエレベーターのボタンを押している利用者様(離院既往歴あり)を発見。｢どうしましたか」と声掛けると、｢セブンイレブンに行く」との返答あり、離院の可能性があると判断、｢まだ朝早いので、後でいきましょう」とお話しをして一緒に病棟に戻る対応をした。見守りを強化し、今後は定期的に外出の機会を設け、気分転換を図ることにした。
	考　察

	職員の早期の気づきと適切な声掛けにより、離院を未然に防ぐことができました。セーフティⅡの視点では｢なぜ安全に対応できたのか」という成功要因に着目する事が大切です。今回の事例は職員の観察力と柔軟な対応に加え、利用者様の思いを尊重した支援につなげた好事例です。このようなGoodJobを共有し、日々のケアにつなげていきましょう。


